けた。 僕の しみじみした 心 もちに なって マ イン レン デ 

ルを 読んだ の もこの 間で ある。 マ イン レンデル は 抽象 

的な 言葉に 巧みに 死に 向 ふ 道程 を 描いて ゐ るのに 違 ひ 

ない。 が、 僕 はもつ と 具体的に 同じ こと を 描きたい と 

思って ゐる。 家族た ちに 対する 同情な ど はかう 云 ふ 欲 

望の 前に は 何でもない。 これ も 亦 君に は、 Inhuman 

の 言葉 を 与へ ずに は 措かない であらう。 けれども 若し 

非人間的 とすれば、 僕 は 一 面に は 非人間的 である。 

僕 は 何 ごと も 正直に 書かなければ ならぬ 義務 を 持つ 

てゐ る。 (僕 は 僕の 将来に 対する ぼんやりした 不安 も 

解剖した。 それ は 僕の 「阿呆の 一 生」 の 中に 大体 は尽 



して ゐる つもりで ある。 唯 僕に 対する 社会的 条件、 I 

I 僕 の 上に 影 を 投げた 封建時代 のこと だけ は 故意に そ 

の 中に も 書かなかった。 なぜ 又 故意に 書かなかった と 

言へば、 我々 人間 は 今日で も 多少 は 封建時代の 影の 中 

にゐ るからで ある。 僕 は そこに ある 舞台の 外に 背景 や 

照明 や 登場人物の —— 大抵 は 僕の 所作 を 書かう とした。 

の みならず 社会的 条件な ど は その 社会的 条件 の 中に ゐ 

る 僕 自身に 判然と わかる かどう かも 疑 はない 訣には 行 

かないで あらう。) —— 僕の 第一 に考 へた こと はどう 

すれば 苦まずに 死ぬ かと 云 ふこと だった。 総 死 は 勿論 

この 目的に 最も 合する 手段で ある。 が、 僕 は 僕 自身の 



縊死して ゐる姿 を 想像し、 贅沢に も 美的嫌悪 を 感じた。 

(僕 は 或 女人 を 愛した 時 も 彼女の 文字の 下手だった 為 

に 急に 愛 を 失った の を 覚えて ゐ る。) 溺死 も 亦 水泳の 

はず 

出来る 僕に は 到底 目的 を 達する 害 はない。 のみならず 

万一 成就 するとしても 縊死よりも 苦痛 は 多い わけで 

れきし 

ある。 鑠死も 僕に は 何よりも 先に 美的嫌悪 を 与へ ずに 

はゐ なかった。 ピストル や ナイフ を 用 ふる 死 は 僕の 手 

の 震へ る 為に 失敗す る 可能性 を 持って ゐる。 ビル ディ 

ングの 上から 飛び下り るの もや はり 見苦しい のに 相違 

ない。 僕 はこれ 等の 事情に より、 薬品 を 用 ひて 死ぬ こ 

とに した。 薬品 を 用 ひて 死ぬ こと は 縊死す る ことより 



荘のー つも ある ブル ヂョァ たちに 羨まし さ を 感じた。 

君 はかう 云 ふ 僕の 言葉に 或 可笑し さ を 感じる であらう。 

僕 も 亦 今 は 僕 自身の 言葉に 或 可笑し さ を 感じて ゐる。 

が、 この こと を考 へた 時には 事実上 しみじみ 不便 を感 

じた。 この 不便 は 到底 避ける わけに は 行かない。 僕 は 

唯 家族た ちの 外に 出来るだけ 死体 を 見られない やうに 

自殺した いと 思って ゐる。 

しかし 僕 は 手段 を 定めた 後 も 半ば は 生に 執着して ゐ 

た。 従って 死に 飛び 入る 為の スプリング. ボォ ドを必 

要と した。 (僕 は 紅毛人た ちの 信ずる やうに 自殺す る 

あごんき やう 

こと を 罪悪と は 思って ゐ ない。 仏陀 は 現に 阿 含 経の 中 



きょくがく あせ い 

に 彼の 弟子の 自殺 を 肯定して ゐる。 曲学阿世の 徒 はこ 

の 肯定に も 「やむ を 得ない」 場合の 外 はな どと 言 ふで 

あらう。 しかし 第三者の 目から 見て 「やむ を 得ない」 

場合と 云 ふの は 見す見すより 悲惨に 死ななければ なら 

ぬ 非常の 変の 時に ある もので はない。 誰でも 皆 自殺す 

るの は 彼 自身に 「やむ を 得ない 場合」 だけに 行 ふので 

ある。 その 前に 敢然と 自殺す る もの は 寧ろ 勇気に 富ん 

でゐ なければ ならぬ。) この スプリング • ボォド の 役に 

立つ もの は 何と 言っても 女人で ある。 クライスト は 彼 

の 自殺す る 前に 度た び 彼の 友 だち に (男の) 途づれ に 

なること を 勧誘した。 又 ラシィ ヌも モリエ エル や ボア 



に 選ぶ ことの 出来る と 云 ふ 便宜 もあった のに 違 ひない。 

最後に 僕の 工夫した の は 家族た ちに 気づかれ ないや 

うに 巧みに 自殺す る ことで ある。 これ は 数 箇月 準備し 

た 後、 兎に角 或 自信に 到達した。 (それ 等の 細部に 亘 

る こと は 僕に 好意 を 持って ゐる 人々 の 為に 書く わけに 

もっと 

は 行かない。 尤も ここに 書いた にしろ、 法律上の 自 

ぼうじょ ざ い 

殺 封 巾 助 罪 ((このく らゐ 滑稽な 罪名 はない。 若し この 法 

律 を 適用 すれば、 どの位 犯罪 人の 数 を 殖やす ことで あ 

かみそり や 

らう。 薬局 や 銃砲 店 や 剃刀 屋 はたと ひ 「知らない」 と 

言った にもせ よ、 我々 人間の 言葉 や 表情に 我々 の 意志 

の 現れる 限り、 多少の 嫌疑 を 受けなければ ならぬ。 の 



みならず 社会 や 法律 は それ 等 自身 自殺 封 巾 助 罪 を 構成し 

てゐ る。 最後に この 犯罪 人た ち は 大抵 は 如何にもの 優 

しい 心臓 を 持って ゐる ことで あらう。)) を 構成し ない 

こと は 確かで ある。) 僕 は 冷やかに この 準備 を 終り、 今 

は 唯 死と 遊んで ゐる。 この 先の 僕の 心 もち は 大抵 マイ 

ン レンデルの 言葉に 近 いで あら う。 

我々 人間 は 人間 獣で ある 為に 動物 的に 死 を 怖れて ゐ 

る。 所謂 生活力と 云 ふ もの は 実は 動物 力の 異名に 過ぎ 

ない。 僕 も 亦 人間 獣の 一 匹で ある。 しかし 食 色に も 倦 

いた 所 を 見る と、 次第に 動物 力 を 失って ゐる であらう _ 

僕の 今 住んで ゐ るの は 氷の やうに 透み 渡った、 病的な 



神経の 世界で ある。 僕 は ゆうべ 或 売笑婦と 一 しょに 彼 

女の 賃金 (！) の 話 をし、 しみじみ 「生きる 為に 生き 

てゐ る」 我々 人間の 哀れ さ を 感じた。 若しみ づ から 甘 

ん じて 永久の 眠りに は ひる ことが 出来れば、 我々 自身 

の 為に 幸福で な いまでも 平和で あるに は 違 ひない。 し 

かし 僕の いつ 敢然と 自殺 出来る か は 疑問で ある。 唯自 

然 はかう 云 ふ 僕に はいつ もよりも 一層 美しい。 君は自 

然の 美しい の を 愛し、 しかも 自殺しょう とする 僕の 矛 

盾 を 笑 ふで あらう。 けれども 自然の 美し いのは 僕の 

ま つ ご 

末期の 目に 映る からで ある。 僕 は 他人よりも 見、 愛し、 

且又 理解した。 それだけ は 苦しみ を 重ねた 中に も 多少 



僕に は 満足で ある。 どうか この 手紙 は 僕の 死後に も 何 

年 か は 公表せ ずに 措いて くれ 給へ。 僕 は 或は 病死の や 

うに 自殺 しないと も 限らない ので ある。 

附記。 僕 は ェムぺ ドク レスの 伝 を 読み、 みづ から 神 

としたい 欲望の 如何に 古い もの か を 感じた。 僕の 手記 

は 意識して ゐる 限り、 みづ から 神と しない ものである- 

だ、 にほん げ 

いや、 みづ から 大凡 下の 一人と して ゐる ものである。 

ぼだいじゅ 

君 は あの 菩提樹の 下に 「エト ナの ェムぺ ドク レス」 を 

論じ 合った 二十 年 前 を 覚えて ゐる であらう。 僕 は あの 

時代に はみ づ から 神に したい 一 人だった。 

(昭和 二 年 七月、 遺稿) 
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